
　近年、大学の英語教育現場から、英文法の再学習の必要性が
叫ばれています。しかしながら、知識としての英文法をただ丸
暗記するのではまったく意味はなく、英文を話したり書いたり
する時に英文法がどのように役に立つのかを理解することが大
切です。本書は、大学生が英語で自己表現ができるようになる
ために、２つの視点から作成しました。
　１つ目は、英文法力の養成です。発信に必要な文法事項を確
認し、間違えて覚えているかもしれない文法知識を学び直し、
自分を英語で表現することに繋げるコミュニケーションのため
の文法力の養成を目指します。
　２つ目は、発信するためのライティング力の育成です。英語
を母語としない私たちが学習していく中で、よく間違えてしま
う表現やニュアンスの違いを理解しないで使ってしまっている
表現があります。これらを習得することはとても難しいのです
が、大学生にとって身近な話題を取り上げるによって、シンプ
ルな英語で自分の言いたいことを表現していくことを学習して
ほしいと願っています。
　このテキストを使いながら、「なんだ、こんなシンプルな英
語でいいんだ！」と学生のみなさんが実感してくださると嬉し
いです。細かいニュアンスの違いなどは個人レベルで違うこと
もありますが、それぞれの英語表現はできるだけアメリカ英語
を中心にまとめました。また、筆者としてはできるだけ一般的
な使い方を辞書や文法書などを参考にまとめてみました。足り
ない部分についてはぜひお使いになる先生が補足していただけ
れば幸いです。

     は じ め に



　本書は の から構成され、各 は、以下の６部構
成になっています。

　 では、短い英文を読みながら、学習する英文法
の使い方や英語表現を学習してください。
では、先生と学生の質問・応答形式にし、今まで間違えて覚
えていたかもしれない文法事項をチェックします。

の設問は、 や などの試験に対応で
きるようにしてあります。 では、文中の誤りを探し
正しい文に書き換えたり、提示された単語を並べ替えて英文
を完成させたりする作業で、いろいろな形の表現方法を学びま
す。 は多義語を理解するこ
とによって新しい英語表現を学習してください。最後の

は、各 の集大成ともいえるもので、その で
学んだことを生かし、自分のことを英語で表現してみてほしい
（発信型のコミュニケーションの場として活用してほしい）と
思います。

　末尾にはなりましたが、本書を作成するにあたって、金星堂
のスタッフの皆様にはお世話になりました。この場をかりてお
礼申し上げます。

著者

本書の構成と特徴
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僕はニューヨークから来た交換留学生です



　以下の文を読み、質問に答えましょう。

　 はアメリカから日本にやってきた交換留学生です。
　留学生を歓迎する大学のパーティでの と
の会話です。

１．例にならって、以下の の会話の品詞を書いてみましょう。

例） 　
    間投詞      代名詞＋動詞     冠詞　  名詞　    　　名詞　　前置詞　     名詞

　　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　 　 　 　 　 　 　 　

２．上の文で使われている“ ”は「大学１年生」という意味ですが、大学２年生、
３年生、４年生は英語で何と言うでしょうか。

大学１年生　 　　　　大学２年生

大学３年生 　　　　大学４年生

僕はニューヨークから来た交換留学生です僕はニューヨークから来た交換留学生です



述　語［Ｖ］

目的語［Ｏ］

補　語［Ｃ］

修飾語［Ｍ］

主　語［Ｓ］
要素　　　　 品詞

品詞と文の要素

■

形容詞

×

×

×

○

○

　　学生：英語にはどんな品詞があるんですか？
先生：名詞・代名詞・動詞・形容詞・副詞・前置詞・接続詞・間投詞があって、これらを

８品詞といいます。

　　学生：文の要素にはどのようなものがありますか？
先生：主要な要素として主語・述語・目的語・補語があります。ここではそれ以外の要素

は修飾語と考えておきましょう。

　　学生：品詞と文の要素の関係を教えてください。
先生：英文の基本を理解するために、ここでは４つの品詞と文の要素の関係に注目しま

しょう。
まず以下の表を見てください。それぞれの品詞がどのような文の要素になれるかを
示しています。たとえば副詞は文中で修飾語［Ｍ］以外にはならないことを理解し
ましょう。

学生：目的語ってどのようなものかよく分からないんですが？
先生：目的語とは「主語がする行為を受けるもの」と理解するといいでしょう。次の文で

は“ ”が招待を受けるものになっているので目的語になっています。

例） 　私達は外国出身の学生を招きます。

名　詞

○

○

○

×

×

副　詞

×

×

×

×

○

動　詞

×

○

×

×

×

学生：実は補語も分からないんですが？
先生：とりあえず「文中の左側で一番近くにある名詞を説明することば」が補語であると

理解しておくと便利です。次の文では“ ”が文中の左側で一番近くにある
名詞の“ ”（専攻科目）が何であるかを説明しているので補語になっています。

例） 　私の専攻は英語です。
　　　

1

2

3

4

5



■

　空所を埋めるのに最も適切な語句を選びましょう。

１． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ．

２． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ． j

３． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ．

４． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ．

５． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ．

６． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ．

７． 　　　　
Ａ． Ｂ．
Ｃ． Ｄ．



■

　以下の文には誤りがあります。正しい文に書き直しましょう。

１．

２．

３．

　提示されたやさしい単語を使って、以下の日本語を英語にしてみましょう。

１．お国はどちらですか？
　　　「国（＝故郷）」に“ ”を使って

２．彼らは息子が帰ってくるのを待ち焦がれていた。
　　　「待ち焦がれる」に“ ”を使って

３．ジムは気立てのやさしい人だ。
　　　「性質」に“ ”を使って



■

⑴　

⑵　

⑶　

⑷　

⑸　

⑹　

⑺　

２．上の答えを使って、短いパラグラフ（ ）を書いてみましょう。

自分自身について以下の指示に従って、
文章を書いてみましょう。

１．次の質問に答えましょう。


